
十日町市・コモ市

姉妹都市提携から四半世紀── 2.3

里創プラン通信⑰── 4

大地の芸術祭作品紹介 vol.10 ── 5

投票日は6月25日

衆議院議員総選挙── 6

はじめての中山間地域総合整備事業── 7

当間高原リゾートベルナティオでは第６回アイリスまつ

りが６月18日aまで開催されています。花畑では、66種

23万株のジャーマンアイリスが咲き誇り、優美な虹の花が

来訪者の目を楽しませています。

ベルナティオのアイリス満開

～アイリスまつり開催中～

6／10 ,819
平成12年（2000年）
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昭
和
50
年
２
月
に
イ
タ
リ
ア
・
コ
モ
市
と
姉
妹
都
市
提
携
を
結
ん
で
今
年
で

25
年
。
25
周
年
を
記
念
し
て
、
ア
ル
ベ
ル
ト
・
ボ
ッ
タ
市
長
を
は
じ
め
と
す
る

コ
モ
市
交
流
親
善
使
節
団
８
人
が
、
６
月
25
日
a
か
ら
28
日
d
の
日
程
で
当
市

を
訪
れ
ま
す
。
今
回
は
、
市
長
の
ほ
か
、
セ
ル
ジ
オ
・
ガ
ッ
デ
ィ
市
議
会
議
長
、

十
日
町
・
コ
モ
姉
妹
都
市
交
流
協
会
と
交
流
の
あ
る
、
フ
ァ
ミ
リ
ア
・
コ
マ
ス

カ
の
ピ
エ
ル
チ
ェ
ー
ザ
レ
・
ボ
ル
ド
ー
リ
会
長
、
イ
タ
リ
ア
サ
ッ
カ
ー
協
会
の

カ
ル
ロ
・
タ
ヴ
ェ
ッ
キ
オ
評
議
員
も
来
市
し
ま
す
。
記
念
式
典
、
さ
ら
に
、
２

０
０
２
年
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
キ
ャ
ン
プ
地
誘
致
に
向
け
て
イ
タ
リ
ア
サ
ッ
カ
ー

協
会
と
の
会
談
も
予
定
し
て
い
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
も
「
十
日
町
の
も
て
な
し
の
心
」
で
迎
え
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

友　愛友　愛友　愛友　愛友　愛友　愛友　愛友　愛友　愛友　愛友　愛友　愛友　愛友　愛友　愛友　愛友　愛
ア
ル
ベ
ル
ト
・
ボ
ッ
タ(

コ
モ
市
長
）

セ
ル
ジ
オ
・
ガ
ッ
デ
ィ（

市
議
会
議
長
）

パ
オ
ラ
・
ビ
ア
ン
キ（

市
議
会
議
員
）

ピ
エ
ル
チ
ェ
ー
ザ
レ
・
ボ
ル
ド
ー
リ

（
フ
ァ
ミ
リ
ア
・
コ
マ
ス
カ
会
長
）

カ
ル
ロ
・
タ
ヴ
ェ
ッ
キ
オ

(

イ
タ
リ
ア
サ
ッ
カ
ー
協
会
評
議
員)

ロ
レ
ン
ツ
ァ
・
グ
リ
ダ
ヴ
ィ
ッ
ラ

（
市
長
夫
人
）

フ
ェ
デ
リ
コ
・
ボ
ッ
タ（

市
長
子
息
）

ア
ド
ゥ
ア
・
カ
ス
タ
ー
ニ
ョ（

兼
通
訳
）

コ
モ
市
使
節
団

※６月26日bの記念式典は、皆さんがご覧いただけます。 
　ご希望の人は、９時40分までに市役所においでください。 
　また、市内見学ではあたたかい声をおかけください。 

6月25日～28日の公式日程 

月　日 時間 

13:00

15:00

18:00

10:00

10:40

11:30

18:00

10:00

13:00

9:00

内　　　　　容 

６／25A

６／26B

６／27C

６／28D

コモ親善使節団来市 

イタリアサッカー協会と会談 

25周年記念式典（市役所・議場） 

両市代表者の対談 

市内見学 

歓迎レセプション（市主催） 

川治小学校訪問 

市内見学 

市役所前にてお別れ 

歓迎レセプション（十日町・コモ姉妹│
都市交流協会主催）      

コ
モ
市
使
節
団
を
迎
え

十
日
町
市
で
25
周
年
公
式
記
念
行
事

姉妹都市
十日町市・コモ市

笑顔でお迎えしましょう"Benvenuti！"
ようこそ　おいでくださいました

Ｓ50． 2    コモ市において姉妹都市提携調印

52． 2    絹織物使節団訪問

55．10  ５周年記念使節団訪問

56． 5  ５周年記念使節団来市

十日町ロータリークラブとコモロー　

タリークラブが姉妹ロータリー提携

調印

57． 8    第１回青少年親善使節団訪問

58． 5    抵抗運動記念碑除幕式参列

58． 8    第１回青少年親善使節団来市

59． 9    第２回青少年親善使節団訪問

60． 8    10周年記念使節団来市

61． 9    10周年記念使節団・ 第３回青少年

親善使節団訪問

62． 6    姉妹ロータリークラブ使節団訪問

62． 6    絹織物専門学校に留学生派遣

Ｈ元． 3    当間高原リゾート開発調査団訪問

2． 10  15周年記念使節団・第４回青少年

親善使節団訪問

3． 9    十日町・コモ姉妹都市交流協会設立

4． 6    十日町・コモ姉妹都市交流協会

使節団訪問

5． 12   ニューイヤーコンサート使節団訪問

6． 11   市政施行40周年記念式典来市

7． 5   20周年記念使節団来市

7． 10   20周年記念使節団訪問

川治小とファビオ・フィルツィ小

姉妹校提携

10． 1   ワイン輸入（6,000本）で経済交流、

12月には8,000本

10． 5   友好の象徴「ルチア」（小舟）を受贈

10． 6   川治小児童、コモ・フットボール

カップ参加

11．10   25周年記念使節団訪問、

ボルタ200年祭参加

25年のあゆみ25年のあゆみ25年のあゆみ25年のあゆみ25年のあゆみ25年のあゆみ25年のあゆみ25年のあゆみ25年のあゆみ25年のあゆみ25年のあゆみ25年のあゆみ25年のあゆみ25年のあゆみ25年のあゆみ25年のあゆみ25年のあゆみ 十
日
町
と
コ
モ
と
の
青
少
年
の
交
流

の
始
ま
り
は
、
こ
の
２
人
に
よ
る
文

通
で
し
た
。
こ
れ
を
き
っ
か
け
に
青

少
年
交
流
が
盛
ん
に
な
り
ま
し
た
。

姉
妹
都
市
提
携
20
周
年
を
記
念
し

て
、
市
役
所
前
で
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ

（
桜
）
を
記
念
植
樹
し
、
友
好
の
絆

を
確
か
め
合
い
ま
し
た
。

20
周
年
記
念
使
節
団
を
川
治
小
学
校

が
歓
迎
、
秋
に
は
、
フ
ァ
ビ
オ
・
フ

ィ
ル
ツ
ィ
小
学
校
と
姉
妹
校
と
な
り

ま
し
た
。

友
好
の
象
徴
「
ル
チ
ア
」
を
コ
モ
市

よ
り
い
た
だ
き
ま
し
た
。
現
在
、
情

報
館
に
展
示
し
て
あ
り
ま
す
。

提携から四半世紀提携から四半世紀提携から四半世紀提携から四半世紀提携から四半世紀提携から四半世紀提携から四半世紀提携から四半世紀提携から四半世紀提携から四半世紀提携から四半世紀提携から四半世紀提携から四半世紀提携から四半世紀提携から四半世紀提携から四半世紀提携から四半世紀



大
地
の
芸
術
祭
に
は
、
地
域
外
か

ら
多
く
の
来
訪
者
が
訪
れ
ま
す
。
事

業
と
結
び
つ
け
た
記
念
グ
ッ
ズ
を
開

発
し
て
、
商
業
活
動
を
展
開
す
る
絶

好
の
機
会
で
す
。

こ
へ
び
隊
の
グ
ッ
ズ
チ
ー
ム
が
Ｔ

シ
ャ
ツ
や
バ
ン
ダ
ナ
、
キ
ー
ホ
ル
ダ

ー
な
ど
の
商
品
デ
ザ
イ
ン
を
用
意
し

て
い
ま
す
。
多
く
の
皆
さ
ん
か
ら
記

念
グ
ッ
ズ
作
り
に
参
画
を
お
願
い
し

ま
す
。

作
ら
れ
た
グ
ッ
ズ
は
ト
リ
エ
ン
ナ

ー
レ
セ
ン
タ
ー
で
販
売
す
る
こ
と
も

で
き
ま
す
の
で
、
事
務
局
ま
で
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

☆
ロ
ゴ
マ
ー
ク
の
使
用

実
行
委
員
会
で
作
成
し
た
ロ
ゴ
マ

ー
ク
（
へ
び
の
輪
、
Ｔ
の
字
、
ア
ー

ト
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
の
ロ
ゴ
文
字
）

を
包
装
紙
な
ど
に
利
用
す
る
場
合
は

無
料
で
す
が
、
営
利
に
利
用
す
る
場

合
は
５
％
の
手
数
料
が
必
要
で
す
。

た
だ
し
、
ど
ち
ら
も
実
行
委
員
会
へ

の
届
け
出
が
必
要
で
す
。

☆
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
使
用

今
ま
で
ポ
ス
タ
ー
な
ど
に
使
用
し

た
へ
び
や
ク
マ
な
ど
の
キ
ャ
ラ
ク
タ

ー
グ
ッ
ズ
を
作
る
場
合
は
、
著
作
権

者
と
の
協
議
が
必
要
で
す
の
で
、
実

行
委
員
会
に
届
け
て
く
だ
さ
い
。

☆
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
デ
ザ
イ
ン

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
作
品
デ
ザ
イ
ン

な
ど
を
用
い
た
グ
ッ
ズ
を
作
る
場
合

は
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
使
用
と
同
じ

方
法
で
す
。

☆
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
セ
ン
タ
ー
受
託

販
売

各
市
町
村
に
設
置
す
る
ト
リ
エ
ン

ナ
ー
レ
セ
ン
タ
ー
に
委
託
し
て
商
品

を
販
売
す
る
場
合
は
、
20
％
の
手

数
料
が
必
要
で
す
。

地
元
サ
ポ
ー
ト
チ
ー
ム
は
、
現
在

82
人
に
増
え
、
毎
週
土
曜
日
に
は

運
営
本
部
で
定
例
会
を
開
催
す
る
な

ど
、積
極
的
に
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

地
元
サ
ポ
ー
ト
チ
ー
ム
で
は
、
チ

ー
ム
の
名
称
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

地
域
に
あ
っ
た
名
称
と
そ
の
理
由
を

添
え
て
、
６
月
20
日
c
ま
で
に
大
地

の
芸
術
祭
実
行
委
員
会
ま
で
応
募
し

て
く
だ
さ
い
。採
用
さ
れ
た
人
に
は
、

川
西
町
松
葉
荘
ペ
ア
宿
泊
券
を
プ
レ

ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

芸
術
祭
の
な
に
か
に
か
か
わ
っ
て

み
た
い
。自
分
の
持
っ
て
い
る
語
学
、

趣
味
、
職
業
を
生
か
し
て
み
た
い
。

世
代
、
地
域
を
超
え
た
人
と
交
流
し

た
い
。こ
へ
び
隊
の
協
力
を
し
た
い
。

自
分
に
で
き
る
こ
と
を
見
つ
け
た
い

…
。
そ
ん
な
人
た
ち
の
集
ま
り
が
、

こ
の
サ
ポ
ー
ト
チ
ー
ム
で
す
。

私
た
ち
は
、
地
域
へ
の
芸
術
祭
情

報
の
発
信
、
作
家
来
日
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
の
把
握
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
準

備
・
運
営
、
通
訳
補
助
、
イ
ベ
ン
ト

の
準
備
・
運
営
、
芸
術
祭
東
京
事
務

局
サ
ポ
ー
ト
チ
ー
ム
「
こ
へ
び
隊
」

と
の
連
携
活
動
な
ど
を
中
心
に
動
い

て
い
ま
す
。
芸
術
は
わ
か
ら
な
く
て

も
良
い
し
、だ
れ
で
も
入
れ
る
の
で
、

ぜ
ひ
た
く
さ
ん
の
人
に
仲
間
に
加
わ

っ
て
い
た
だ
き
、
大
地
の
芸
術
祭
を

成
功
さ
せ
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

サ
ポ
ー
ト
内
容
の
詳
細
は
、
大
地
の

芸
術
祭
運
営
本
部
で
一
覧
で
き
る
よ

う
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ま
ず
は

気
軽
に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
タ
レ
ル
さ
ん
は
、

世
界
的
に
有
名
な
ア
メ
リ
カ
の
建
築

家
で
す
。
川
西
町
上
野
の
「
星
名
邸
」

を
モ
デ
ル
に
作
成
し
て
い
る
の
が

「
光
の
館
」
で
す
。
川
西
町
の
ナ
カ

ゴ
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
に
間
も
な
く
完

成
し
ま
す
。

イ
リ
ヤ
＆
エ
ミ
リ
ア
・
カ
バ
コ
フ

さ
ん
は
、
世
界
的
に
有
名
な
ロ
シ
ア

の
現
代
ア
ー
ト
作
家
で
す
。
現
在
松

代
駅
か
ら
見
え
る
山
の
斜
面
に
、
５

つ
の
農
作
業
場
の
オ
ブ
ジ
ェ
を
設
置

し
て
い
ま
す
。
緑
の
中
に
青
と
黄
色

の
オ
ブ
ジ
ェ
は
と
て
も
目
立
ち
、
一

昔
前
の
農
作
業
風
景
を
思
い
出
さ
せ

て
く
れ
ま
す
。

■
問
合
せ
＝
大
地
の
芸
術
祭
実
行
委

員
会
事
務
局
（
本
町
６
・
旧
十
日
町

シ
ル
ク
1
57
│
２
６
３
７
）
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大地の芸術祭

越後妻有アートトリエンナーレ2000
会期：7月20日（海の日）～9月10日（日）の53日間

え ち ご つ ま り

作品の紹介 vol.10

数多くの公募作家の中から選ばれた伊藤嘉朗さ

んは、下条神明水辺公園において、貝ノ川をはさ

んで対岸の一本の木を見つめるための小さな家を

設置します。

家は、河川の法面に掘り込む形で作られ、家の

中のベンチに座って出入り口を見ると、そこから

は一本の木のみが目に入ってきます。

作品を見るだけでなく、普段無意識に使ってい

る視覚、聴覚を変わった方法で体験できる作品に

なりますので、ぜひ家の中から木を眺め、同時に

外から聞こえてくる自然のささやきに耳を傾けて

みてください。

荻野弘一さんは平成７年に開催した第１回十日

町石彫シンポジウムに参加した作家です。そのと

きの作品は、現在ほくほく線十日町駅前広場に設

置してあります。

今回の大地の芸術祭では、人と自然の共存共栄

をテーマに、地域の人々が集い、語り合える空間

を公園内に作り出します。生命の源である水を供

給する森と自然こそが真の豊かさの象徴であるこ

とを、川で悠々と泳ぎまわる魚たちの彫刻を通し

て表現します。

また、荻野さんは、下条子ども会ジャンボリー

とのワークショップも開催し、子どもたちと川原

の石に魚の絵を描き出す予定になっています。

大
地
の
芸
術
祭
ま
で
余
す
と
こ
ろ
40
日

大
地
の
芸
術
祭
は
、
地
域
住
民
が
一
体
と
な
っ
て
盛
り
上
げ
る
こ
と
で
、
来

訪
者
に
越
後
妻
有
の
良
さ
を
伝
え
て
い
く
と
い
う
大
き
な
意
義
を
も
っ
て
い
ま

す
。
現
代
ア
ー
ト
は
、
な
か
な
か
理
解
し
に
く
い
面
が
あ
り
ま
す
が
、
一
人
ひ

と
り
が
作
品
の
制
作
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
と
関
わ
り
な
が
ら
、
す
ば
ら
し
い
芸
術

祭
に
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

記
念
グ
ッ
ズ
製
作
に
　
　

参
画
し
ま
せ
ん
か

地
元
サ
ポ
ー
ト

チ
ー
ム
が
活
動

＝
チ
ー
ム
の
名
称
を
募
集
中
＝

私たちの仲間に加わりませんか

「光の館」
「
米
が
実
る
山
の

５
つ
の
オ
ブ
ジ
ェ
」

下
条
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さ
れ
る
作
品

下
条
神
明
水
辺
公
園
に
設
置
さ
れ
る
作
品

下
条
神
明
水
辺
公
園
に
設
置
さ
れ
る
作
品

下
条
神
明
水
辺
公
園
に
設
置
さ
れ
る
作
品

下
条
神
明
水
辺
公
園
に
設
置
さ
れ
る
作
品

下
条
神
明
水
辺
公
園
に
設
置
さ
れ
る
作
品

下
条
神
明
水
辺
公
園
に
設
置
さ
れ
る
作
品

下
条
神
明
水
辺
公
園
に
設
置
さ
れ
る
作
品

下
条
神
明
水
辺
公
園
に
設
置
さ
れ
る
作
品

下
条
神
明
水
辺
公
園
に
設
置
さ
れ
る
作
品

下
条
神
明
水
辺
公
園
に
設
置
さ
れ
る
作
品

下
条
神
明
水
辺
公
園
に
設
置
さ
れ
る
作
品

下
条
神
明
水
辺
公
園
に
設
置
さ
れ
る
作
品

下
条
神
明
水
辺
公
園
に
設
置
さ
れ
る
作
品

下
条
神
明
水
辺
公
園
に
設
置
さ
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「小さな家」
－聞き忘れのないように－

伊　藤　嘉　朗

「石の魚たち」

荻　野　弘　一

1954年：新潟県生まれ。1979年：スペイン、イ

タリアにて彫刻制作。1992年：木内克大賞野外

彫刻展茨城県近代美術館賞受賞。1993年：国民

文化祭いわて’93石彫展岩手町長賞受賞。1995

年：第１回十日町石彫シンポジウム参加。1996

年：第８回神戸具象彫刻大賞展大賞受賞。

現在は笹神村にて作家活動中。

第１回十日町石彫シンポジウムの参加作品「空から
の贈り物（電車ごっこ）」と荻野さん

荻野　弘一氏 経歴

1965年：北海道生まれ。

1990年：東京芸術大学美

術学部建築科卒業、1993

年：同大学院修士課程修

了。

1994年：複合施設岡山健康の森センター設計。

1998年：文化体育施設スプリングス日吉設計。

現在は一級建築士、東京芸術大学美術学部建築科

非常勤助手、御茶ノ水美術専門学校・芝浦工業大

学建築学科非常勤講師として活躍中。

伊藤　嘉朗氏
経　歴
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山
間
地
域
の
立
地
条
件
に
あ
っ
た
①

生
産
基
盤
、
②
生
活
環
境
、
③
交
流

基
盤
の
整
備
を
行
い
ま
す
。
地
域
の

活
性
化
や
定
住
化
促
進
に
大
き
な
期

待
が
か
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
、
魚
之
田
川
・
嘉
勝
の

ほ
場
整
備
と
三
ツ
山
の
農
業
用
用
排

水
路
整
備
を
行
い
ま
す
。

①
生
産
基
盤

魚
之
田
川
、
嘉
勝
、
池
谷
、
三
ツ

山
に
ほ
場
整
備
（
36
・
５
©
）
、
池

谷
、
新
水
、
四
箇
村
、
三
ツ
山
に
農

業
用
用
排
水
路
、
池
谷
、
枯
木
又
に

農
道
な
ど
整
備
を
し
ま
す
。

②
生
活
基
盤

魚
之
田
川
、
三
ツ
山
、
新
水
、
枯

木
又
、
四
箇
村
に
集
落
道
路
、
四
箇

村
に
用
地
整
備
、
魚
之
田
川
、
枯
木

又
に
活
性
化
施
設
な
ど
建
設
し
ま
す
。

③
交
流
基
盤

枯
木
又
に
交
流
施
設
基
盤
整
備

さ
ら
に
、
こ
の
事
業
で
実
施
さ
れ

る
活
性
化
施
設
が
、
近
年
注
目
さ
れ

て
い
る
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
の

よ
う
な
機
能
を
発
揮
し
て
、
大
都
市

の
住
民
が
農
業
を
体
験
す
る
中
か
ら
、

中
山
間
地
域
の
農
村
が
持
つ
役
割
や

魅
力
を
理
解
し
て
も
ら
い
、
都
市
と

農
村
の
よ
り
深
い
き
ず
な
が
生
ま
れ

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

グリーン・ツーリズムとは？
緑豊かな農山漁村で、ゆったりと余暇を

過ごし、農山漁村を介した交流や体験を通

じてその地域の自然や伝統文化、人々との

交流を楽しむ旅行形態でヨーロッパでは幅

広く普及しています。

日本では、中山間地の地域活性化の手段

として、平成４年から動き始め、日本人の

生活観・旅行観に合ったものが各地で試み

られています。

中
山
間
地
域
総
合
整
備
事
業
は
、

十
日
町
市
と
し
て
は
じ
め
て
取
り
組

む
事
業
で
す
。
農
業
の
生
産
条
件
が

不
利
な
地
域
の
実
情
を
踏
ま
え
、
中

地
域
活
性
化
に

大
き
な
期
待

都
市
と
の
交
流

〜
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
〜

「
県
営
中
山
間
地
域
総
合
整
備
事
業
中
条
高
原
地
区
」
の
安
全
祈
願

祭
が
５
月
11
日
E
、
魚
之
田
川
の
ほ
場
地
内
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
平
成

７
年
か
ら
地
元
懇
談
会
を
開
催
し
な
が
ら
整
備
構
想
を
策
定
し
、
８
、

９
年
に
調
査
・
計
画
、
11
年
度
に
県
営
中
山
間
地
域
総
合
整
備
事
業
と

し
て
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
昨
年
度
一
部
工
事
着
手
し
、
総
事
業
費
15
億

円
で
14
年
度
完
了
を
目
指
し
て
整
備
が
進
め
ら
れ
ま
す
。

（
多
目
的
広
場
７
０
０
㎡
）
と
施
設

間
連
絡
道
（
緑
道
２
、
０
０
０
ｍ
）

を
整
備
し
ま
す
。

グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
事
業
と
し

て
、
埼
玉
県
東
鷲
宮

わ
し
の
み
や

小
学
校
の
児
童

が
自
然
豊
か
な
赤
倉
で
の
農
業
体
験

学
習
を
行
っ
て
い
ま
す
。

６
月
３
日
g
〜
４
日
a
に
は
同
校

６
年
生
の
約
半
数
、
35
人
が
第
１
班

と
し
て
、
は
じ
め
て
の
田
植
え
や
山

菜
採
り
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

夜
の
交
流
会
で
は
伝
統
文
化
「
赤

倉
神
楽
」
を
鑑
賞
し
、
各
家
庭
に
ホ

ー
ム
ス
テ
イ
を
す
る
な
ど
、
地
域
の

皆
さ
ん
と
の
交
流
も
盛
ん
で
す
。

引
き
続
き
、
６
月
17
日
〜
18
日
に

は
第
２
班
が
赤
倉
を
訪
れ
、
さ
つ
ま

い
も
植
え
や
魚
採
り
を
体
験
す
る
こ

と
に
し
て
い
ま
す
。

５月28日a、ECHIGO棚田サポーター30

人が枯木又で「黒米」の田植えを行いまし

た。枯木又では今年、枯木又古代米生産組

合を設立し、黒米を新たな地域の特産品と

して育てていきます。黒米は無農薬で、や

はり手植えがいいということで、棚田サポ

ーターの出番となりました。枯木又の子ど

もたちも参加し、楽しい交流となりました。

今後、草薙
なぎ

・田の草取りを予定しています。

中
条
高
原
地
区
で
ス
タ
ー
ト

は
じ
め
て
の
中
山
間
地
域
総
合
整
備
事
業

東
鷲
宮
小
学
校
が
農
業
体
験
学
習

〜
赤
倉
集
落
で
自
然
や
伝
統
文
化
を
満
喫
〜

“ECHIGO棚田サポーター魚沼”

枯木又の子どもたちと
黒米を田植え

①
小
選
挙
区
選
挙

投
票
用
紙
は
、
黄
色

候
補
者
名
を
書
い
て
投
票

②
比
例
代
表
選
挙

投
票
用
紙
は
、
青
色

政
党
名
を
書
い
て
投
票

国
民
審
査

投
票
用
紙
は
、
白
色

や
め
さ
せ
た
い
裁
判
官
に
×
を
　

書
い
て
投
票

①
十
日
町
市
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録

さ
れ
て
い
る
人

②
６
月
25
日
現
在
で
満
20
歳
以
上
の

日
本
人

③
平
成
12
年
３
月
12
日
以
前
か
ら
十

日
町
市
に
住
民
登
録
し
て
い
る
人

※
３
月
13
日
以
降
に
転
入
し
た
人

は
、
前
住
所
地
の
市
区
町
村
で
投

票
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

投
票
の
開
始
時
刻
は
午
前
７
時
で

す
。終

了
時
刻
は
午
後
８
時
ま
で
の
と

こ
ろ
と
、
午
後
４
時
ま
た
は
午
後
５

時
に
繰
り
上
が
る
投
票
所
が
あ
り
ま

す
。
入
場
券
で
時
間
を
確
認
し
て
投

票
し
て
く
だ
さ
い
。

仕
事
や
旅
行
な
ど
で
投
票
日
に
投

票
所
へ
行
け
な
い
場
合
は
、
不
在
者

投
票
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

①
期
間６

月
13
日
c
か
ら
６
月
24
日
g

ま
で
の
毎
日
、
午
前
８
時
30
分
か

ら
午
後
８
時
ま
で
行
っ
て
い
ま
す
。

②
場
所十

日
町
市
保
健
セ
ン
タ
ー
１
階

選
挙
事
務
室

③
そ
の
他

旅
行
な
ど
の
場
合
は
、
行
き
先

が
わ
か
る
よ
う
に
し
て
き
て
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
入
場
券
が
届
い
て

い
る
場
合
は
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

病
院
・
保
健
施
設
な
ど
に
入
院
・

入
所
し
て
い
る
場
合
は
、
施
設
の

担
当
者
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

そ
の
施
設
で
不
在
者
投
票
を
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

入
場
券
は
ハ
ガ
キ
形
式
に
な
っ
て

い
て
、
郵
送
で
世
帯
主
あ
て
に
お
届

け
し
ま
す
。
ハ
ガ
キ
の
下
部
の
角
を

両
側
か
ら
は
が
す
と
、
３
つ
折
り
に

な
っ
た
入
場
券
が
開
き
ま
す
。

入
場
券
に
は
、
投
票
日
に
お
け
る

投
票
場
所
・
投
票
時
間
が
書
か
れ
て

い
ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
ハ
ガ
キ
の
中
に
は
、
６
人
ま
で

の
世
帯
の
人
の
入
場
券
が
い
っ
し
ょ

に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ミ
シ
ン
目

で
切
り
離
し
て
各
自
、
投
票
所
に
お

持
ち
く
だ
さ
い
。

大
黒
沢
第
１
、
大
黒
沢
第
２
、
大

黒
沢
第
３
、
大
黒
沢
東
、
小
黒
沢
の

投
票
区
に
お
住
ま
い
の
人
は
、
投
票

所
が
大
黒
沢
集
会
所（
大
黒
沢
第
１
）

に
な
り
ま
す
。
入
場
券
に
書
い
て
あ

る
投
票
所
を
確
認
し
て
投
票
し
て
く

だ
さ
い
。

開
票
は
、
６
月
25
日
a
午
後
９
時

か
ら
、
総
合
体
育
館
（
西
本
町
１
）

で
行
い
ま
す
。

今
回
か
ら
、
在
外
邦
人
に
よ
る
在

外
選
挙
制
度
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

十
日
町
市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務

室
（
保
健
セ
ン
タ
ー
１
階
）

1
57
―
３
１
１
１
　
内
線
５
１
１

投

票

の

順

序

在

外

選

挙

投

票

資

格

投

票

時

間

不 在 者 投 票入

場

券

の

確

認

を

「
大
黒
沢
集
会
所
」
に

投
票
所
が
変
わ
り
ま
す

開

票

所

第42回衆議院議員総選挙は、６月13日Cに公示

され、６月25日Aに投票が行われます。小選挙区

選挙と比例代表選挙の２つの選挙です。併せて最

高裁裁判官国民審査が行われます。

入場券は、ハガキにより郵送でお届けします。

→個人に投票

→政党に投票

→やめさせたい

裁判官に×の投票

最高裁判所裁判官国民審査

投 票 日 は ６ 月 25 日 (日) で す

衆議院議員総選挙衆議院議員総選挙衆議院議員総選挙衆議院議員総選挙衆議院議員総選挙衆議院議員総選挙衆議院議員総選挙衆議院議員総選挙衆議院議員総選挙衆議院議員総選挙衆議院議員総選挙衆議院議員総選挙衆議院議員総選挙衆議院議員総選挙衆議院議員総選挙衆議院議員総選挙衆議院議員総選挙

小選挙区選挙小選挙区選挙小選挙区選挙小選挙区選挙小選挙区選挙小選挙区選挙小選挙区選挙小選挙区選挙小選挙区選挙小選挙区選挙小選挙区選挙小選挙区選挙小選挙区選挙小選挙区選挙小選挙区選挙小選挙区選挙小選挙区選挙

比例代表選挙比例代表選挙比例代表選挙比例代表選挙比例代表選挙比例代表選挙比例代表選挙比例代表選挙比例代表選挙比例代表選挙比例代表選挙比例代表選挙比例代表選挙比例代表選挙比例代表選挙比例代表選挙比例代表選挙

国 民 審 査国 民 審 査国 民 審 査国 民 審 査国 民 審 査国 民 審 査国 民 審 査国 民 審 査国 民 審 査国 民 審 査国 民 審 査国 民 審 査国 民 審 査国 民 審 査国 民 審 査国 民 審 査国 民 審 査

田
植
え
を
終
え
た
子
ど

も
か
ら
は
「
毎
日
食
べ
て

い
る
お
米
が
、
田
植
え
な

ど
数
多
く
の
手
間
を
か
け

て
作
ら
れ
て
い
る
こ
と
を

知
り
、
と
て
も
勉
強
に
な

り
ま
し
た
」
と
い
う
感
想

が
聞
か
れ
ま
し
た
。
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林
は
地
球
環
境
に
と
っ
て
重
要
な
役

割
が
あ
る
」
と
ま
と
め
ま
し
た
。
続

い
て
、
東
京
電
力
㈱
環
境
部
の
高
橋

英
夫
氏
は
「
ブ
ナ
林
の
大
切
さ
、
ブ

ナ
林
づ
く
り
の
研
究
」
と
題
し
た
講

演
を
行
い
ま
し
た
。

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
「
森

の
中
の
座
談
会
」
で
は
、
自
然
観
察

指
導
員
が
里
山
で
の
楽
し
み
方
や
、

自
然
の
魅
力
や
大
切
さ
に
つ
い
て
、

楽
し
い
語
ら
い
が
行
わ
れ
、
自
然
環

境
へ
の
関
心
を
深
め
ま
し
た
。

翌
28
日
は
、
バ
ー
ド
ウ
オ
ッ
チ
ン

グ
、
自
然
観
察
会
が
行
わ
れ
、
参
加

者
は
当
間
の
自
然
を
満
喫
し
て
い
ま

し
た
。

自
然
と
人
と
の
関
わ
り
方
を
考
え

る
第
２
回
あ
て
ま
森
の
フ
ォ
ー
ラ
ム

が
当
間
高
原
リ
ゾ
ー
ト
を
会
場
に
５

月
27
日
g
、28
日
a
の
両
日
開
か
れ
、

延
べ
２
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

27
日
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
林
の
中

を
会
場
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
基
調
講

演
で
、
本ほ

ん

江ご
う

一
郎
日
本
大
学
生
物
資

源
科
学
部
助
教
授
は
、
「
森
の
中
で

の
出
来
事
“
生
産
と
循
環
”
」
と
題

し
、
「
世
界
中
で
雨
の
降
る
地
域
は

少
な
く
、
日
本
も
こ
の
貴
重
な
地
域

の
中
に
あ
る
。
森
林
の
果
す
役
割
は

大
き
く
、
例
え
ば
、
森
林
資
源
に
は
、

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
を
分
解
で
き
る
浄
化

作
用
が
あ
る
き
の
こ
類
も
あ
り
、
森

第
10
回
新
潟
県
勤
労
者
駅
伝
大
会
（
連

合
新
潟
・
県
労
福
協
会
主
催
）
が
５
月
21

日
a
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
新
潟
市
陸
上

競
技
場
を
ス
タ
ー
ト
、
ゴ
ー
ル
と
す
る
６

区
間
全
長
28
・
２
㎞
に
県
内
の
ク
ラ
ブ
チ

ー
ム
や
職
場
チ
ー
ム
な
ど
１
０
０
チ
ー
ム

６
０
０
人
が
参
加
。
招
待
選
手
に
ソ
ウ
ル

五
輪
女
子
マ
ラ
ソ
ン
日
本
代
表
の
浅
井
え

り
子
さ
ん
を
迎
え
、
初
夏
の
さ
わ
や
か
な

風
の
吹
く
信
濃
川
や
す
ら
ぎ
堤
河
畔
で
の

レ
ー
ス
と
な
り
ま
し
た
。

初
出
場
の
十
日
町
地
域
消
防
署
チ
ー
ム

は
、
十
日
町
市
労
連
Ｂ
チ
ー
ム
と
終
始
ト

ッ
プ
争
い
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
が
、
最
終

６
区
で
十
日
町
市
労
連
Ｂ
を
振
り
切
っ

て
、
初
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

第２回あてま「森のフォーラム」
～自然と人との関わりを考える～

第10回新潟県勤労者駅伝大会
～初出場の十日町地域消防署が優勝～

大
火
１
０
０
周
年
を
記
念
し
た
防
災
講

演
会
が
５
月
23
日
c
、
ク
ロ
ス
10
で
開
か

れ
、
市
民
・
関
係
者
約
２
５
０
人
が
来
場

し
ま
し
た
。

講
師
の
東
京
大
学
工
学
部
都
市
工
学
科

の
小
出
治
教
授
は
「
都
市
大
火
と
ま
ち
づ

く
り
」
と
題
し
て
、
「
日
本
は
火
災
が
持

病
の
よ
う
に
つ
い
て
ま
わ
る
と
し
、
歴
史

上
の
火
災
と
、
そ
の
後
の
対
策
に
つ
い
て

紹
介
。
出
火
と
延
焼
に
は
、
家
々
の
間
隔
、

建
ぺ
い
率
、
風
と
湿
度
が
大
き
く
関
係
す

る
。
現
在
の
日
本
の
防
火
基
準
は
諸
外
国

に
比
べ
厳
し
く
な
っ
た
が
、
最
近
の
出
火

原
因
で
放
火
の
割
合
が
高
く
な
っ
て
き
て

お
り
、
放
火
対
策
も
ま
ち
づ
く
り
に
関
連

す
る
課
題
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

大火100周年記念防災講演会
～小出治東大教授が防災まちづくりの歴史を語る～

このコーナーは、まちの話題や活動

などを紹介しています。情報がありま

したら、企画人事課広報広聴係（157─

3111内線213）へ、お気軽にお寄せくだ

さい。

トピックス
TOPICS

水
沢
小
学
校
６
年
の
吉
田
悠
里
子

さ
ん
が
、
５
月
22
日
b
〜
24
日
d
に

イ
ギ
リ
ス
で
開
催
さ
れ
た
「
２
０
０

０
国
連
こ
ど
も
環
境
会
議
in
イ
ー
ス

ト
ボ
ー
ン
」
に
12
人
の
日
本
代
表
団

の
一
人
と
し
て
参
加
し
ま
し
た
。
会

議
は
国
連
環
境
計
画
の
主
催
で
、
各

国
の
子
ど
も
た
ち
に
よ
る
意
見
交
換

や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
活
動
体
験
を
通
し
て
環
境
問
題

へ
の
理
解
を
深
め
よ
う
と
２
年
に
１

回
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

世
界
１
０
５
か
国
の
10
歳
〜
12
歳

の
小
中
学
生
８
０
０
人
が
参
加
し

て
、
「
地
球
の
未
来
は
子
ど
も
に
ま

か
せ
て
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
「
こ

の
地
球
は
と
も
に
生
き
る
」
「
水
は

い
の
ち
」
「
都
市
に
住
む
」
の
３
つ

を
テ
ー
マ
に
開
催
。
テ
ー
マ
ご
と
に

活
動
発
表
や
全
体
会
議
、
さ
ま
ざ
ま

な
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
へ
の
参
加
、
学

習
ツ
ア
ー
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

国
や
民
族
の
枠
を
超
え
て
、
各
国
の

子
ど
も
た
ち
と
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

悠
里
子
さ
ん
は
、
「
他
国
の
人
た

ち
が
自
然
を
と
て
も
大
切
に
思
っ
て

い
る
と
同
時
に
、
と
て
も
大
き
な
問

題
を
か
か
え
て
い
る
こ
と
を
知
り
ま

し
た
。
環
境
汚
染
で
地
球
の
緑
が
な

く
な
り
、
最
後
に
は
人
が
暮
ら
せ
な

い
死
の
地
球
に
な
っ
て
し
ま
う
。
こ

れ
か
ら
は
、
子
ど
も
た
ち
も
出
番
だ

と
強
く
教
え
ら
れ
ま
し
た
」
と
会
議

を
振
り
返
り
ま
し
た
。

会
議
の
最
終
日
、
「
国
連
や
政
府

に
対
し
意
見
や
提
案
を
書
く
機
会
が

与
え
ら
れ
ま
し
た
が
、
英
語
の
た
め

書
く
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

英
語
が
で
き
た
ら
」
と
語
学
の
重
要

性
を
実
感
し
ま
し
た
。
「
こ
の
会
議

を
通
し
て
多
く
の
友
だ
ち
が
で
き
た

の
で
、
こ
れ
か
ら
も
交
流
を
続
け
て

い
き
た
い
。
日
本
で
会
議
を
行
う
機

会
が
あ
れ
ば
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
参

加
し
た
い
。
そ
し
て
、
参
加
し
た
子

ど
も
た
ち
は
、
環
境
問
題
に
関
心
を

持
つ
よ
う
に
な
り
ま
す
。
環
境
会
議

に
多
く
の
子
ど
も
た
ち
が
参
加
し
て

ほ
し
い
」と
抱
負
を
話
し
て
い
ま
す
。

世
界
の
子
ど
も
た
ち
が

理
想
の
地
球
を
目
指
し
た
発
表

2000国連こども環境会議に日本代表で参加
～水沢小６年の吉田悠里子さんが世界の子どもたちと交流～

「
水
道
で
つ
な
ご
う
　
豊
か
な
新
世
紀
」

を
標
語
に
、
第
42
回
水
道
週
間
が
６
月
１

日
〜
７
日
ま
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
期
間
中

の
６
月
２
日
f
に
は
、
市
内
の
水
道
事
業

所
で
組
織
す
る
十
日
町
管
工
事
業
協
同
組

合
（
西
川
謙
組
合
長
）
に
よ
っ
て
、
給
水

装
置
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
点
検
が
市
内
15
の

保
育
所
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
組
合
に
加
盟
す
る
22
事
業
所

の
皆
さ
ん
が
７
班
に
分
か
れ
て
、
市
立
保

育
所
と
へ
き
地
保
育
所
を
訪
問
し
、
漏
水

の
有
無
や
水
栓
の
点
検
・
補
修
を
行
い
ま

し
た
。
訪
れ
た
保
育
所
で
は
、
子
ど
も
た

ち
が
作
業
の
よ
う
す
を
興
味
深
そ
う
に
み

つ
め
な
が
ら
、
水
道
の
大
切
さ
を
教
わ
っ

て
い
ま
し
た
。

おいしい水をありがとう
～ 給水装置のボランティア点検～

６
月
４
日
か
ら
10
日
ま
で
の
歯
の
衛
生

週
間
に
ち
な
ん
で
４
日
a
、
２
歳
児
と
成

人
を
対
象
に
「
無
料
歯
科
検
診
」
が
市
保

健
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
事

業
は
、
昭
和
62
年
度
か
ら
年
１
回
、
十
日

町
市
中
魚
沼
郡
歯
科
医
師
会
の
協
力
を
得

て
行
っ
て
い
ま
す
。

２
歳
児
に
は
歯
科
検
診
と
保
護
者
へ
の

歯
み
が
き
指
導
を
通
じ
て
、
む
し
歯
予
防

と
早
期
治
療
、
正
し
い
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
方

法
の
習
慣
化
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

当
日
は
、
２
歳
児
１
７
９
人
、
成
人
33

人
が
受
診
し
ま
し
た
。
ま
た
、
歯
科
衛
生

士
か
ら
は
、
食
べ
た
ら
み
が
く
習
慣
の
大

切
さ
と
、
正
し
い
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
に
つ
い

て
指
導
を
受
け
ま
し
た
。

歯科医師会が無料歯科検診
～食べたらみがく習慣を～
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食
べ
物
を
よ
く
噛
ん
で
お
い
し
く

食
べ
る
こ
と
が
で
き
、
健
康
的
な
生

活
を
送
る
た
め
に
は
20
本
以
上
の
歯

が
必
要
で
す
。
ま
た
、
口
の
中
が
汚

れ
て
い
る
と
口
臭
の
原
因
に
な
っ
た

り
、
食
べ
物
の
味
が
わ
か
ら
な
く
な

っ
た
り
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

口
の
中
は
細
菌
に
と
っ
て
絶
好
の

繁
殖
場
所
で
す
。
細
菌
は
食
べ
物
の

カ
ス
を
栄
養
源
に
ど
ん
ど
ん
増
え
、

歯
の
表
面
に
歯し

垢こ
う

を
つ
く
り
ま
す
。

歯
垢
は
む
し
歯
だ
け
で
な
く
、
歯
周

病
の
大
き
な
原
因
に
な
り
、
歯
の
寿

命
を
縮
め
ま
す
。

20
本
の
歯
を
残
す
に
は
、
歯
垢
を

取
り
除
き
、
む
し
歯
や
歯
周
病
を
防

ぐ
こ
と
が
大
切
で
す
。
食
べ
た
ら
正

し
く
歯
を
磨
く
習
慣
を
つ
け
ま
し
ょ

う
。歯
垢
は
な
ん
と
な
く
磨
い
た
り
、

う
が
い
を
し
た
り
す
る
程
度
で
は
落

ち
ま
せ
ん
。

①
歯
ブ
ラ
シ
は
小
さ
め
の
も
の
で
、

毛
先
・
柄
の
部
分
が
ま
っ
す
ぐ
な

も
の
を
選
び
ま
す
。

②
歯
ブ
ラ
シ
を
小
き
ざ
み
に
動
か
し

て
汚
れ
を
取
り
ま
す
。

③
鏡
を
み
な
が
ら
、
歯
と
歯
の
間
、

歯
と
歯
ぐ
き
の
間
、
歯
の
裏
側
、

奥
歯
の
か
み
合
わ
せ
の
所
を
特
に

注
意
し
て
磨
き
ま
す
。

寝
た
き
り
で
も
、
入
れ
歯
に
な
っ

て
も
口
の
中
の
手
入
れ
は
必
要
で
す
。

歯
が
な
く
て
も
、
歯
み
が
き
と
同
じ

よ
う
に
、
食
べ
た
ら
、
歯
ぐ
き
や
舌

な
ど
口
の
中
を
ガ
ー
ゼ
で
ふ
き
、
口

を
す
す
い
で
き
れ
い
に
し
ま
す
。

異
常
が
な
く
て
も
年
に
１
〜
２
回

は
定
期
検
査
を
受
け
る
こ
と
が
む
し

歯
の
早
期
発
見
に
つ
な
が
り
ま
す
。

歯
が
ぐ
ら
ぐ
ら
す
る
、
入
れ
歯
が
合

わ
な
い
、
な
ど
の
自
覚
症
状
が
あ
る

場
合
は
で
き
る
だ
け
早
く
歯
科
医
に

見
て
も
ら
う
こ
と
が
必
要
で
す
。

自
分
で
歯
科
医
院
に
行
け
な
い
人

（
寝
た
き
り
の
人
な
ど
）
の
お
宅
に

歯
科
医
が
う
か
が
い
、
健
診
と
診
療

を
行
っ
て
い
ま
す
。今
年
４
月
か
ら
、

重
度
心
身
障
害
児
・
者
も
対
象
に
な

り
ま
し
た
。

■
内
容
＝
歯
科
健
診
、
歯
み
が
き
指

導
、
治
療
相
談
ほ
か

■
費
用
＝
健
診
費
用
は
無
料
、
治
療

は
健
康
保
険
が
適
用
さ
れ
ま
す

■
問
合
せ
・
申
込
み
＝
健
康
福
祉
課

健
康
増
進
係
、
障
害
援
護
援
護
係

（
内
線
１
３
４
）
へ
。

テ
レ
ホ
ンサ

ー
ビ
ス

‡十日町市観光情報
‡くらしのダイヤル

57－0500
025－285－7000
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川
西
町
の
橘
で
生
ま
れ
ま
し
た
。

父
親
が
教
員
の
た
め
転
勤
が
多
く
、

小
学
校
に
あ
が
る
ま
で
は
吉
田
に
住

み
、
小
学
校
か
ら
は
芦
ケ
崎
に
転
居

し
終
戦
を
む
か
え
ま
し
た
。
５
年
生

の
時
に
母
親
が
他
界
し
、
ず
い
ぶ
ん

さ
み
し
い
思
い
を
し
ま
し
た
。
小
さ

い
と
き
は
、
あ
ま
り
活
発
と
は
い
え

な
い
子
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

昭
和
21
年
に
十
日
町
女
学
校
の
臨

時
教
員
養
成
所
を
出
て
、
同
年
秋
か

ら
小
学
校
の
教
員
に
な
り
ま
し
た
。

大
井
田
小
学
校
を
振
り
出
し
に
21
年

間
、延
べ
６
校
に
赴
任
し
ま
し
た
が
、

次
女
が
誕
生
し
た
時
、
体
調
を
く
ず

し
教
員
生
活
に
ピ
リ
オ
ド
を
打
ち
ま

し
た
。
26
年
に
結
婚
し
て
か
ら
、
今

の
と
こ
ろ
に
住
ん
で
い
ま
す
が
、
教

員
退
職
後
も
保
育
園
の
手
伝
い
を
し

て
い
た
た
め
、
集
落
と
の
付
き
合
い

が
少
な
く
な
り
が
ち
だ
っ
た
の
で
趣

味
の
会
、
農
協
婦
人
部
、
公
民
館
行

事
に
と
い
ろ
い
ろ
な
活
動
を
通
じ
て

仲
間
作
り
を
し
て
き
ま
し
た
。
近
所

の
人
に
も
手
芸
な
ど
習
っ
た
も
の
を

教
え
る
な
ど
、
こ
れ
ら
が
生
き
が
い

に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
健
康
の
た
め
に
と
社
交
ダ

ン
ス
や
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
を
は
じ
め
、

７
年
前
に
習
い
始
め
た
大
正
琴
は
、

今
も
続
け
て
い
ま
す
。
夫
は
健
康
の

た
め
と
理
解
・
協
力
を
し
て
く
れ
ま

す
。
３
年
前
に
は
平
成
園
で
始
め
た

「
い
き
い
き
シ
ル
バ
ー
」
に
入
り
、

毎
週
木
曜
日
に
レ
ク
ダ
ン
ス
・
カ
ラ

オ
ケ
を
隔
週
で
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

仲
間
と
は
、
介
護
保
険
の
世
話
に
な

ら
な
い
よ
う
に
健
康
で
い
ま
し
ょ
う

と
声
を
か
け
あ
っ
て
い
ま
す
。

15
年
ほ
ど
前
か
ら
、
人
間
ド
ッ
ク

を
毎
年
受
診
し
て
い
ま
す
。
家
族
を

含
め
、
今
ま
で
大
病
を
し
た
こ
と
が

な
い
の
が
、
あ
り
が
た
い
こ
と
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。
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このコーナーでは、登場していただく人
を募集しています。問い合わせは企画人
事課広報広聴係157-3111内線213へ

富井　道さん
（馬場２）72歳

明石ちぢみへの挑戦　　　　　　 十日町情報館

江
戸
時
代
の
絹
織
物
は
、
新
座
で

織
ら
れ
て
い
た
袴

は
か
ま

地
を
除
く
と
、
絹

縮
と
呼
ば
れ
る
夏
着
の
生
産
が
中
心

で
し
た
。
一
八
〇
〇
年
ご
ろ
か
ら
織

り
始
め
ら
れ
た
ら
し
く
、
縮
問
屋
加

賀
屋
の
記
録
に
よ
る
と
、
一
八
二
七

年
ご
ろ
に
は
三
都
（
江
戸
・
京
都
・

大
阪
）
で
流
行
し
、
生
産
が
盛
ん
に

な
っ
た
、
と
あ
り
ま
す
。

明
治
一
〇
年
ご
ろ
は
、
平ひ

ら

透す
き

綾や

と

い
う
セ
ミ
の
羽
の
よ
う
な
薄
い
生
地

で
し
た
。
そ
の
後
、
新
し
い
撚
糸
機

が
導
入
さ
れ
、
細
い
糸
を
使
っ
た
撚よ

り

透す
き

綾や

が
考
案
さ
れ
ま
し
た
。
二
〇
年

ご
ろ
に
は
、
細
糸
の
ま
わ
り
に
反
対

方
向
に
撚
っ
た
細
糸
を
巻
き
つ
け
た

壁
糸
を
使
っ
た
壁か

べ

透す
き

綾や

と
い
う
製
品

が
開
発
さ
れ
ま
し
た
。

「
明
石
ち
ぢ
み
」
の
原
産
地
は
、

兵
庫
県
の
明
石
で
、
緯た

て

糸い
と

に
強
い
撚よ

り
を
か
け
た
木
綿
織
物
で
、
細
か
い

シ
ボ
が
た
つ
こ
と
か
ら
明
石
ち
ぢ
み

と
呼
ば
れ
、
絹
織
物
に
も
そ
の
技
法

が
も
ち
い
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

十
日
町
で
明
石
ち
ぢ
み
の
研
究
が

始
ま
っ
た
の
は
、
明
治
二
〇
年
こ
ろ

か
ら
だ
と
い
わ
れ
ま
す
。

柏
崎
の
縮
商
人
洲
崎
栄
助
が
、
京

都
西
陣
の
明
石
ち
ぢ
み
を
見
本
に
持

ち
帰
り
、
透
綾
縮ち

り

緬め
ん

の
研
究
を
し
て

い
た
佐
藤
善
次
郎
（
米
忠
）
に
製
作

を
勧
め
た
の
が
発
端
と
い
わ
れ
ま
す
。

佐
藤
は
、
田
口
米
蔵
（
沢
喜
）
と

共
に
研
究
を
始
め
ま
し
た
。
肌
ざ
わ

り
の
よ
い
地
風
を
だ
す
た
め
、
撚
糸

に
工
夫
を
重
ね
、
二
三
年
に
よ
う
や

く
試
作
品
が
完
成
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
緯
糸
に
強
い
撚
り
を
か

け
る
た
め
、
ぬ
れ
る
と
生
地
が
縮
む

欠
点
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
価
格

が
割
高
に
な
る
た
め
、
売
れ
行
き
が

悪
く
、
明
治
末
年
に
な
っ
て
も
年
間

の
生
産
量
は
二
千
反
く
ら
い
で
し
た
。

明
石
ち
ぢ
み
が
完
成
す
る
ま
で
に

は
、
ま
だ
二
〇
年
を
超
え
る
苦
難
の

時
代
が
続
き
ま
し
た
。

（
通
史
編
６
　
織
物
）

明治末年の機屋（沢喜）

歯

の

健

康

歯
を
み
が
く
習
慣
を
つ
け
ま
し
ょ
う

歯
み
が
き
の
ポ
イ
ン
ト

早
期
発
見
・
早
期
治
療
が
必
要
で
す

訪
問
歯
科
健
診
・
診
療

田　村　　秀さん（下条栄町）

笹だんご

もち米と砂糖、小麦粉

の割合、そしてこね方が

ポイントです。こしがあ

り、ヨモギの風味豊かな

だんごの味を楽しめます。
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■
会
期
＝
６
月
25
日
a
〜
27
日
c
の

午
前
９
時
〜
午
後
７
時
（
最
終
日
は

午
後
５
時
ま
で
）
■
会
場
＝
サ
ン
ク

ロ
ス
■
入
場
料
＝
無
料
■
問
合
せ
＝

島
田
峰
月
（
1
57
│
８
５
８
８
）
へ
。

10
周
年
記
念
事
業
と
し
て
、
地
元

出
身
で
中
央
で
活
躍
す
る
作
家
の
作

品
や
、
過
去
の
県
展
入
賞
作
品
を
特

別
展
示
し
ま
す
。
ま
た
美
術
館
建
設

基
金
増
額
の
た
め
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
展

も
実
施
し
ま
す
。
■
会
期
＝
６
月
17

日
g
午
前
10
時
〜
午
後
９
時
、
18
日

a
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
■
会
場
＝

市
民
体
育
館
■
入
場
料
＝
無
料
■
問

合
せ
＝
十
日
町
情
報
館
斎
木
（
1
50

│
５
１
０
０
）
へ
。

■
日
時
＝
７
月
１
日
g
午
後
７
時
〜

９
時
（
６
時
30
分
開
場
）
■
会
場
＝

市
民
会
館
ホ
ー
ル
■
入
場
料
＝
５
百

円（
中
学
生
以
下
無
料
）■
出
演
＝
十

日
町
紬

つ
む
ぎ

会
、
ア
ロ
ハ
サ
ウ
ン
ズ
、
コ

ー
ラ
ス
ラ
イ
ン
ほ
か
■
問
合
せ
＝
公

民
館
本
館
（
1
57
│
５
０
１
１
）
へ
。

■
日
時
＝
７
月
２
日
a
午
前
10
時
30

分
〜
■
会
場
＝
ク
ロ
ス
10
■
入
場

料
＝
無
料
■
問
合
せ
＝
十
日
町
市
観

光
協
会
（
市
役
所
内
1
57
│
３
３
４

５
）
へ
。

絵
本
、
お
は
な
し
、
パ
ネ
ル
シ
ア

タ
ー
ほ
か
を
行
い
ま
す
。
■
日
時
＝

６
月
24
日
g
午
後
３
時
〜
■
場
所
＝

十
日
町
情
報
館
■
問
合
せ
＝
十
日
町

情
報
館
（
1
50
│
５
１
０
０
）
へ
。

■
日
時
＝
６
月
18
日
・
25
日
、
７
月

２
日
・
９
日
・
16
日
・
23
日
の
各
日

曜
日
午
前
11
時
〜
11
時
40
分
※
６
月

17
日
午
後
７
時
30
分
〜
ミ
ュ
ー
ジ
ッ

ク
プ
ラ
ネ
■
場
所
＝
中
里
村
Ｕ
モ
ー

ル
■
入
場
料
＝
一
般
２
百
円
、
中
学

生
以
下
百
円
■
問
合
せ
＝
中
里
村
教

育
委
員
会
（
1
63
│
４
４
７
８
）
へ
。

川
西
中
学
校
の
Ａ
Ｌ
Ｔ
、
フ
ミ

コ
・
ド
ッ
カ
ー
さ
ん
（
米
国
出
身
）

を
迎
え
て
、
メ
キ
シ
コ
料
理
タ
コ
ス

を
み
ん
な
で
作
り
ま
す
。
ま
た
自
国

で
の
生
活
ぶ
り
な
ど
も
お
聞
き
し
ま

す
。
■
日
時
＝
７
月
２
日
a
午
前
11

時
〜
午
後
２
時
■
場
所
＝
公
民
館
本

館
■
参
加
費
＝
千
円
■
申
込
み
＝
６

月
29
日
e
ま
で
に
公
民
館
本
館
へ
。

ク
ッ
キ
ン
グ
ヒ
ー
タ
ー
を
用
い
て

「
イ
タ
リ
ア
ン
ピ
ザ
教
室
」
シ
ー
フ

ー
ド
ピ
ザ
、
フ
レ
ッ
シ
ュ
ハ
ー
ブ
サ

ラ
ダ
ほ
か
を
作
り
ま
す
。
■
日
時
＝

６
月
30
日
f
午
前
10
時
30
分
〜
午
後

１
時
■
場
所
＝
東
北
電
力
1
十
日
町

営
業
所
■
定
員
＝
18
人(

申
込
多
数

の
場
合
抽
選)

■
参
加
費
＝
５
百
円

■
申
込
み
＝
東
北
電
力
1
十
日
町
営

業
所(

1
52
│
３
１
０
７)

へ
。

と
お
か
ま
ち
生
活
学
校
は
、
自
分

た
ち
の
生
活
を
少
し
で
も
良
く
し
よ

う
と
い
う
女
性
グ
ル
ー
プ
で
す
。
生

活
の
気
付
き
を
と
も
に
話
し
合
い
、

改
善
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
■
研
修

会
日
時
＝
６
月
24
日
g
午
前
９
時
〜

午
後
３
時
■
会
場
＝
柏
崎
市
元
気
館

（
健
康
セ
ン
タ
ー
）、
ソ
フ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
（
図
書
館
）
■
定
員
＝
先
着
30

人
■
参
加
費
＝
無
料
■
そ
の
他
＝
バ

ス
送
迎
有
、
昼
食
持
参
、
当
日
以
外

に
も
活
動
に
参
加
す
る
人
を
募
集

中
。
定
例
会
は
毎
月
第
二
木
曜
日
で

す
。
■
問
合
せ
・
申
込
み
＝
６
月
20

日
c
ま
で
に
公
民
館
本
館
（
1
57
│

５
０
１
１
）
へ
。

目
の
不
自
由
な
人
の
こ
と
を
知
っ

て
も
ら
う
た
め
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ス
ク
ー
ル
を
開
催
し
ま
す
。
当
日
は

盲
導
犬
も
参
加
し
ま
す
。
興
味
の
あ

る
人
は
ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

■
日
時
＝
７
月
23
日
a
午
前
10
時
〜

午
後
３
時
■
会
場
＝
ク
ロ
ス
10
■
対

象
＝
小
学
生
以
上
■
定
員
＝
先
着
70

人
■
申
込
み
＝
７
月
10
日
b
ま
で
に

十
日
町
市
社
会
福
祉
協
議
会
（
1
50

│
５
０
１
０
）
へ
。

「
介
護
を
と
お
し
て
み
た
家
族
」

を
テ
ー
マ
に
、
家
庭
や
地
域
で
の
男

女
共
同
参
画
に
つ
い
て
考
え
ま
せ
ん

か
。
セ
ミ
ナ
ー
を
運
営
す
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
・
ス
タ
ッ
フ
も
募
集
中
■
セ

ミ
ナ
ー
募
集
人
員
＝
男
女
40
人
■
参

加
費
＝
無
料
（
た
だ
し
第
１
回
セ
ミ

ナ
ー
交
流
パ
ー
テ
ィ
ー
参
加
希
望
者

は
会
費
２
千
円
を
当
日
徴
収
）
■
保

育
室
＝
有
り
（
開
催
５
日
前
ま
で
に

予
約
）
■
申
込
み
＝
６
月
30
日
f
ま

で
に
公
民
館
本
館
（
1
57
│
５
０
１

１
）
へ
。
※
各
会
ご
と
の
参
加
も
可

能
（
こ
の
場
合
は
、
開
催
日
の
３
日

前
ま
で
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
）

■
ス
タ
ッ
フ
応
募
資
格
＝
市
民
ま
た

は
市
内
で
働
く
男
女
■
ス
タ
ッ
フ
業

務
＝
ポ
ス
タ
ー
等
の
作
成
、
当
日
受

付
、
司
会
進
行
、
保
育
補
助
、
記
録

等
、
通
訳
（
英
語
）
■
説
明
会
＝
６

月
21
日
d
午
後
７
時
30
分
〜
８
時
30

分
、
公
民
館
本
館
に
て
■
問
合
せ
＝

企
画
人
事
課
企
画
係（
内
線
２
１
６
）

へ
。

４月１日付けで法務大臣から委嘱された、新たなお

二人の保護司を紹介します。

保護司の皆さんは、犯罪を犯した人の保護観察や更

生支援を行います。なお市内にはお二人を含め、18

人の保護司が活動しています。

社会福祉事務所に設置されている家庭児童相談室の相

談員に、４月から樋口ミチさんが就任しました。

尾身春Zさんとお二人で育児や18歳未満の児童・そ

の家族の相談および指導にあたっています。気軽にご相

談ください。■相談申込み＝157－3111 内線131

尾 身 春
はる

Z
よし

さん (鉢１) 樋 口 ミ チさん (千代田町) 小 海 道 子さん

高田町４ 157－8338

三 輪 満 雄さん

高田町１ 152－2008

家庭相談員を
ご紹介します

新たな保護司を
ご紹介します

市では、リゾート開発や事業活動による公害を未然に

防止し、良好な自然環境を保つことを目的に当間高原リ

ゾート環境監視委員会を設置しています。

11年度の調査結果や活動についてお知らせします。

◆委員会の開催

委員会を２回開催しました。１回目は正副委員長の選

出等や群馬県内のゴルフ場における環境保全への取り組

みについて視察しました。２回目は11年度のモニタリ

ングおよび監視調査結果の報告や12年度の監視調査計

画等について協議しました。

◆水質検査立ち会い

調整池２か所、当間川、市之沢川、水沢川の河川３か

所、井戸等の地下水８か所で水質検査の立ち会いを行い

ました。立ち会い期間は11年４月～12年３月の毎月１

回です。（降雪期の１・２月を除く）

◆水質検査結果

全窒素、全りん、農薬、大腸菌群、ＰＨ（水素イオン

濃度）など28項目の検査を行いました。検査の結果、

昨年同様、農薬は検出されませんでした。

◆動植物モニタリング調査

事業活動による動植物への影響を把握するために実施

しました。８年度と比べて大きな変化はなく、動植物に

及ぼす影響はないものと評価されました。

◆農薬飛散状況調査

農薬散布時の農薬飛散状況を把握し、周辺集落への農

薬飛散を未然に防止する目的で実施しました。全地点で

飛散粒子が確認されなかったことから、周辺住民に与え

る影響はないものと考えられます。

(株)当間高原リゾートの活動
当間高原リゾート環境監視委員会の活動

当間高原リゾート環境モニタリング調査結果のお知らせ

ガイド
催し

５
周
年
記
念

十
日
町
市
書
道
協
会
展

第
1O
回
十
日
町
市

芸
術
協
会
会
員
展

十
日
町
市
民
音
楽
祭

ど
ん
ぐ
りお

は
な
し
の
へ
や

〜
あ
じ
さ
い
の
ま
き
〜

十
日
町
小
唄
日
本
一
優
勝
大
会

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

ド
ー
ム
中
里
「
き
★
ら
・
ら
」

講座
フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ

〜
異
文
化
交
流
〜

２
０
０
Ｖ
体
験

ク
ッ
キ
ン
グ
教
室

と
お
か
ま
ち
生
活
学
校

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
ク
ー
ル

女
性
セ
ミ
ナ
ー

『
介
護
と
家
族
』

テーマ・内容 日時・会場 講　　　師 

７月８日(土） 
午後５時～ 
　　７時30分 

会場：ラポート十日町 

８月20日(日） 
午後１時30分～ 
　　　　４時 

会場：公民館本館 

９月３日(日） 
午後１時30分～ 
　　　　４時 

会場：公民館本館 

「デンマークの 
　　　　介護事情」 

　講師のお話しと 
　交流パーティー 

「男の介護体験と 
　　介護の社会化」 
　　 

「おんぶにだっこ」 

　…介護をめぐる女性と 
　　家族の構造… 

イナ・ソナーストロムさん 

渡辺　美恵さん 

樋  口　章さん 

デンマーク訪問介護士 

(社)新潟県自治研究センター事務局長 

フリーランス・エディター 

６月４日a、国宝指定１周年を記念し

て「火焔型土器出土状況模型」のモニュ

メント除幕式が、中条小・中学校の生徒

代表、発掘の第一発見者和田アサさんな

ど関係者により発掘された現地で行われ

ました。地域のシンボルとして、先人の

残した貴重な財産をモニュメントを通じ

てＰＲしていきたいと、発掘時を再現し

たものです。

国宝出土状況を再現
－モニュメント除幕式－

■問合せ＝市民生活課生活環境係（内線157）へ。

暮らしのガイド*市役所157－3111 暮らしのガイド*市役所157－3111
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*消費者協会（市民生活課生活環境係
内線157）へ
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ゆずります
ゆずってください
ゆずります
ゆずってください
ゆずります
ゆずってください
ゆずります
ゆずってください
ゆずります
ゆずってください
ゆずります
ゆずってください
ゆずります
ゆずってください
ゆずります
ゆずってください
ゆずります
ゆずってください
ゆずります
ゆずってください
ゆずります
ゆずってください
ゆずります
ゆずってください
ゆずります
ゆずってください
ゆずります
ゆずってください
ゆずります
ゆずってください
ゆずります
ゆずってください
ゆずります
ゆずってください

■
職
種
＝
外
務
職
■
受
験
資
格
＝
昭

和
41
年
４
月
２
日
〜
昭
和
60
年
４
月

１
日
生
ま
れ
の
人
、
性
別
・
学
歴
不

問
■
試
験
日
＝
８
月
20
日
a
（
第
一

次
）
■
受
付
期
間
＝
６
月
19
日
b
〜

７
月
３
日
b
■
申
込
先
＝
信
越
郵
政

局
人
事
部
人
事
課
■
問
合
せ
・
資
料

請
求
＝
十
日
町
郵
便
局
総
務
課
（
1

52
│
２
３
９
１
）
へ
。

■
職
種
＝
郵
政
事
務
Ａ
、
郵
政
事
務

Ｂ
（
内
務
職
）
■
受
験
資
格
＝
昭
和

50
年
４
月
２
日
〜
58
年
４
月
１
日
生

ま
れ
の
人
、
性
別
・
学
歴
不
問
■
試

験
日
＝
９
月
３
日
a
（
第
一
次
）
■

受
付
期
間
＝
６
月
21
日
d
〜
28
日
d

■
申
込
先
＝
人
事
院
関
東
事
務
局
■

問
合
せ
・
資
料
請
求
＝
十
日
町
郵
便

局
総
務
課
へ
。

国
税
局
や
税
務
署
で
働
く
税
務
職

員
を
募
集
し
ま
す
。
採
用
後
は
約
１

年
の
研
修
を
経
て
税
務
署
な
ど
に
勤

務
し
ま
す
。
■
受
験
資
格
＝
昭
和
55

年
４
月
２
日
〜
58
年
４
月
１
日
生
ま

れ
の
人
■
試
験
の
程
度
＝
高
等
学
校

卒
業
程
度
■
試
験
日
・
内
容
＝
第
一

次
試
験：

９
月
３
日
a
教
養
試
験

（
多
枝
選
択
式
）、
適
性
試
験
、
作
文

■
受
付
期
間
＝
６
月
21
日
d
〜
28
日

d
（
当
日
消
印
有
効
）
■
申
込
先
＝

人
事
院
関
東
事
務
局
■
問
合
せ
・
資

料
請
求
＝
十
日
町
税
務
署
総
務
課

（
1
52
│
３
１
８
１
）
へ
。

■
職
種
＝
①
介
護
職
員
と
②
訪
問
介

護
員
■
募
集
人
数
・
応
募
資
格
＝
①

１
人
、特
に
な
し
②
１
人
、ホ
ー
ム
ヘ

ル
パ
ー
資
格
３
級
以
上
、
自
動
車
運

転
免
許
■
採
用
日
＝
８
月
１
日
■
勤

務
条
件
＝
①
月
約
22
日
、
実
働
８
時

間
（
早
出
・
遅
番
あ
り
）
②
月
約
22

日
、実
働
約
４
時
間
、午
前
７
時
〜
午

後
７
時
■
給
与
・
手
当
＝
①
日
給
６

千
百
円
、
通
勤
手
当
②
時
間
給
千
２

百
円
、
訪
問
活
動
旅
費
■
必
要
書

類
＝
①
履
歴
書
②
履
歴
書
と
ヘ
ル
パ

ー
資
格
証
明
書
の
写
し
■
申
込
み
＝

６
月
24
日
g
ま
で
に
必
要
書
類
を
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
三
好
園
総
務
課

（
〒
９
４
９
│
８
６
０
３
市
内
下
条

中
央
通
り
）
に
提
出
（
郵
送
の
場
合

当
日
消
印
有
効
）
■
面
接
試
験
＝
６

月
28
日
d
午
前
９
時
〜
三
好
園
に
て

■
問
合
せ
＝
三
好
園
（
1
56
│
２
１

０
６
）
へ
。

療
養
型
病
床
群
増
築
に
と
も
な
い

職
員
を
募
集
中
■
募
集
人
数
・
応
募

資
格
＝
①
看
護
婦
（
士
）
９
人
、
お

お
む
ね
40
歳
未
満
の
免
許
所
有
者
②

理
学
療
法
士
２
人
、
35
歳
未
満
の
免

許
所
有
者
※
①
②
と
も
来
春
資
格
取

得
見
込
者
含
む
。
■
採
用
日
＝
13
年

４
月
１
日
■
給
与
等
＝
町
条
例
等
に

従
う
。
看
護
婦
（
士
）
は
夜
勤
な
ど

の
交
代
勤
務
あ
り
■
試
験
方
法
＝
面

接
試
験
・
健
康
診
断
■
申
込
み
＝
６

月
30
日
f
ま
で
に
所
定
の
受
験
申
込

書
を
堀
之
内
町
総
務
課
庶
務
係
へ
提

出
。
（
書
類
は
同
係
に
配
置
）
■
試

験
日
＝
申
込
者
に
後
日
連
絡
■
問
合

せ
＝
堀
之
内
町
総
務
課
庶
務
係
（
1

０
２
５
７
９
│
４
│
２
１
１
１
）へ
。

10
月
21
日
g
〜
24
日
c
に
開
催
す

る
美
術
展
の
Ｐ
Ｒ
用
ポ
ス
タ
ー
を
募

集
中
■
規
格
＝
大
き
さ：

縦
54
㎝
×

横
39
㎝
、
内
容：

美
術
展
に
ふ
さ
わ

し
い
ざ
ん
新
な
も
の
、台
紙：
白
色
、

使
用
色：

２
色
、
記
載
文
字：
『
第

33
回
』
『
市
展
』
※
裏
面
に
氏
名
、

住
所
、
電
話
番
号
を
記
載
■
賞
＝
入

選
１
点
（
ポ
ス
タ
ー
に
採
用
、
賞
金

２
万
円
）
、
佳
作
（
若
干
、
賞
品
）■

申
込
み
＝
７
月
23
日
a
ま
で
に
社
会

教
育
課
第
33
回
市
展
係
（
〒
９
４
８

│
０
０
２
２
学
校
町
１
丁
目
十
日
町

市
公
民
館
内
1
57
│
５
０
１
１
）へ
。

７
月
17
日
b
〜
８
月
31
日
e
ま
で

の
開
設
期
間
中
、
利
用
者
の
安
全
を

確
保
す
る
た
め
に
、
監
視
員
を
募
集

し
ま
す
。
■
応
募
資
格
＝
18
歳
〜
29

歳
で
水
泳
能
力
に
自
信
が
あ
り
、
継

続
し
て
勤
務
で
き
る
人
（
高
校
生
は

不
可
）
■
問
合
せ
＝
総
合
体
育
館

（
1
52
│
４
３
７
７
）
へ
。

日
本
、
ア
メ
リ
カ
、
ロ
シ
ア
、
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
の
子
ど
も
た
ち
と
楽
し

い
キ
ャ
ン
プ
を
体
験
し
よ
う
。
■
期

間
＝
７
月
26
日
d
〜
30
日
a
（
４
泊

５
日
）
■
場
所
＝
小
学
生：

山
梨
県

中
山
湖
村
営
山
中
湖
キ
ャ
ン
プ
場
、

中
高
生：

山
梨
県
立
本
栖
湖
青
少
年

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
■
定
員
＝
小
学

生
１
９
０
人
、
中
高
生
１
５
０
人
■

内
容
＝
富
士
登
山
、
ハ
イ
キ
ン
グ
、

野
外
炊
飯
な
ど
■
申
込
締
切
＝
７
月

５
日
d
（
先
着
順
）
■
問
合
せ
・
資
料

請
求
＝
7
国
際
青
少
年
研
修
協
会

（
1
03
│
３
３
５
９
│
８
４
２
１
）
へ
。

14
年
2
月
に
妙
高
で
開
催
さ
れ
る

ス
キ
ー
国
体
の
①
愛
称
②
ス
ロ
ー
ガ

ン
③
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク(

国
体
マ
ー

ク
が
入
っ
た
も
の)

を
募
集
中
■
応

募
締
切
＝
6
月
30
日
f(

当
日
消
印

有
効)

■
応
募
方
法
＝
作
品
に
住
所
、

氏
名(

ふ
り
が
な)

、
年
齢
、
職
業(

学

校
名
、
学
年)

、
電
話
番
号
、
作
品

の
簡
単
な
説
明(

③
は
配
色
説
明
含

む)

を
添
え
て
応
募
■
応
募
手
段
＝
①

②
官
製
は
が
き
、
封
書
、
フ
ァ
ク
シ

ミ
リ
、
Ｅ
メ
ー
ル
③
封
書
、
Ｅ
メ
ー

ル
■
応
募
先
＝
ス
キ
ー
国
体
事
務
局

(

〒
９
５
０
│
８
５
７
０
住
所
記
入

不
要
、
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
０
２
５
│
２

８
０
│
５
２
７
６
、
Ｅ
メ
ー
ル

T
5
0
0
0
7
0
8
@
m
a
il.p
re
f.n
iig
a
ta
.j

p
)

■
問
合
せ
＝
新
潟
県
教
育
庁
ス
キ

ー
国
体
新
潟
県
実
行
委
員
会(

1
０

２
５
│
２
８
０
│
５
２
６
７)

へ
。

６
月
は
市
県
民
税
第
一
期
の
納
税

の
月
で
す
。
期
限
内
に
納
税
し
ま
し

ょ
う
。
■
窓
口
・
問
合
せ
＝
税
務
課

市
民
税
係
（
内
線
１
１
６
）
へ
。

十
日
町
農
協
で
は「
産
業
廃
棄
物
」

で
あ
る
農
業
用
使
用
済
み
ビ
ニ
ー

ル
・
マ
ル
チ
、
育
苗
箱
の
持
ち
込
み

に
よ
る
回
収
処
理
を
行
い
ま
す
。
■

日
時
＝
６
月
22
日
e
午
前
９
時
〜
午

後
５
時
■
持
込
場
所
＝
十
日
町
農
業

協
同
組
合
本
所
資
材
課
■
搬
入
方

法
＝
ビ
ニ
ー
ル
と
マ
ル
チ
は
肥
料
袋

に
入
れ
、
育
苗
箱
は
崩
れ
な
い
よ
う

に
ビ
ニ
ー
ル
ひ
も
で
し
っ
か
り
縛
っ

て
く
だ
さ
い
。
■
処
理
費
用
＝
ビ
ニ

ー
ル
お
よ
び
マ
ル
チ：

肥
料
袋
１
袋

に
つ
き
３
百
円
、
育
苗
箱：

１
枚
30

円
※
搬
入
時
に
支
払
い
■
問
合
せ
＝

十
日
町
農
業
協
同
組
合
営
農
部
資
材

課
（
1
52
│
２
９
９
１
）
へ
。

■
日
時
＝
６
月
27
日
c
午
後
２
時
〜

３
時
■
会
場
＝
十
日
町
保
健
所
■
担

当
医
＝
田
村
医
師
（
五
日
町
病
院
）

■
十
日
町
保
健
所
（
1
57
│
２
４
０

０
）
ま
た
は
健
康
福
祉
課
健
康
増
進

係
（
内
線
１
４
３
）
へ
。

ア
ル
コ
ー
ル
依
存
や
お
酒
で
体
調

を
崩
し
て
い
る
人
参
加
し
ま
せ
ん

か
。
体
験
談
を
語
り
な
が
ら
断
酒
を

継
続
し
ま
す
。
■
日
時
＝
６
月
25
日

a
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分
■
会

場
＝
公
民
館
本
館
■
問
合
せ
＝
健
康

福
祉
課
健
康
増
進
係
へ
。

高
齢
者
、
知
的
障
害
者
、
精
神
障

害
者
、
身
体
障
害
者
の
方
の
相
続
、

遺
言
、
贈
与
を
は
じ
め
介
護
や
福
祉

に
関
わ
る
相
談
を
司
法
書
士
と
社
会

福
祉
士
が
電
話
ま
た
は
面
談
で
お
受

け
し
ま
す
。秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

■
日
時
＝
６
月
24
日
g
午
前
10
時
〜

午
後
４
時
■
電
話
番
号
＝
０
２
５
│

２
２
４
│
０
８
３
１
■
面
談
申
込

み
＝
面
談
希
望
者
は
事
前
に
新
潟
県

司
法
書
士
会
（
1
０
２
５
│
２
２
８

│
１
５
８
９
）に
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

６
月
に
開
講
を
予
定
し
て
い
ま
し

た
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
養
成
講
座
は
、

都
合
に
よ
り
開
始
時
期
を
９
月
に
延

期
し
ま
す
。
新
し
い
日
程
は
、
８
月

10
日
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
■
問

合
せ
＝
公
民
館
本
館
（
1
57
│
５
０

１
１
）
へ
。

■社会福祉事業へ＝東小学校（450円）

■地域福祉事業へ＝須藤正男(昭和町

2、百万円)小倉知香子(東京都、

2,100円)中山京(東京都、３千円)

■有珠山義援金＝立正佼成会十日町教

会（189,150円）

■博物館へ=高橋芳邦(稲荷町西)池田

耕平(稲荷町3南)宮沢武(小黒沢)村山

辰男(太子堂)樋口敬義(長岡市)

■情報館へ＝滝沢栄輔（本町東１）岡

本美樹（昭和町３）大熊寿美子（春

日町３）蕪木ヨシ（昭和町１）佐藤

吉和（小泉３）柳恭子（六箇山谷）

村山松雄（田中町本通り）高橋一郎

（城之古１）朝日優（高島１）

寄付ありがとう
5月25日届出分まで（敬称略）

国体マーク

募集
郵
政
職
員
募
集

国
家
公
務
員
#
種

（
郵
政
）
職
員
募
集

税
務
職
員
募
集

三
好
園
臨
時
職
員
募
集

堀
之
内
町

町
立
病
院
職
員
募
集

第
33
回
十
日
町
市
美
術
展

ポ
ス
タ
ー
募
集

市
民
プ
ー
ル
監
視
員
募
集

青
少
年

国
際
交
流
キ
ャ
ン
プ

ス
キ
ー
国
体
の
愛
称

ス
ロ
ー
ガ
ン
等
募
集

税

税
金
が
ど
こ
か
で
あ
な
た
を
支
え
て
る

６
月
の
納
税

環境
農
業
用
使
用
済

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
回
収

保健
福祉

心
の
健
康
相
談

断
酒
友
の
会

司
法
書
士
と
社
会
福
祉
士
に

よ
る
シ
ル
バ
ー
１
１
０
番

その他
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
養
成
講
座

開
催
延
期
の
お
知
ら
せ

暮らしのガイド*市役所157－3111 暮らしのガイド*市役所157－3111
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大きく口を開けて、歯みがきしていると

ころだよ。いつもお兄ちゃんと弟の３人で

歯みがきしているよ。むし歯にはなりたく

ないよ。だって歯医者さんこわいもん。

阿部智美ちゃん

（５歳）

尾身　匠 ちゃん

（５歳）

子 供
ギャラリー

山野に生える小高木です。初夏にびっしりと真

っ白い花を、下向きに垂れ下げるようにしてつけ

ます。５枚に見える花びらは、実際はつながって

いて深く切れ込んだ１枚の花びら（合
ごう

弁
べん

花
か

）です。

花が終わると球形の白っぽい果実がぶら下がり

ます。この皮にはエゴサポニンという有毒成分が

含まれています。すりつぶして川に流し、魚を仮

死状態にして捕らえたり、洗濯に使ったり、また

せっけんの中に入れ、シャボン玉の泡の出をよく

するのにも利用したということです。

和名は、この果実を食べるとえごい（えぐい…

のどが刺されるような味）ことによるそうです。

写真は、川治の妻有神社で撮影したものです。

エゴノキ（エゴノキ科）

福 崎 青
あお

空
ぞら

ちゃん

平成８年7月31日生まれ
伊達４

Baby
す
こ
や
か
ち
ゃ
ん

ま
ち
の
宝
51

５月末現在
（ ）は前月からの増減

■人　口　44,053人 （－36）

男　21,624人 （－24）

女　22,429人 （－12）

■世帯数　13,016世帯 （＋ 0）

160

とおかまちの自然

市 民 の 動 き

182

お外が大好き。晴れた日は毎日、自

転車を乗っているよ。お家では看護婦

さんセットで遊んでいるよ。帽子をか

ぶってお熱を計ったり、注射をしたり

とても楽しいよ。弟の成くん（写真右）

とも遊んでいるよ。おしゃべりが大好

き。明るく元気な青空ちゃんです。

わ
た
し
の
歯
ブ
ラ
シ
は
赤
く
て
か
わ
い
い
よ
。

大
す
き
な
サ
ク
ラ
ン
ボ
や
ス
テ
ー
キ
を
食
べ
た
あ

と
も
、
お
母
さ
ん
と
い
っ
し
ょ
に
き
ち
ん
と
歯
を

み
が
い
て
い
る
よ
。
む
し
歯
に
な
ん
か
な
ら
な
い
よ
。

果実花

－


